










きし だ ふみ お
氏名・(本籍) 芹 田 文 雄
学位の種類 薬 点子江.・ 博 士
学位記番号 第 9 3 2 0 τEミ1F 
学位授与の日付 平成 2 年 9 月 10 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 空中散布における農薬の環境挙動シミュレーション
ーフェニトロチオンの空中散布と環境濃度一
論文審査委員 教(主査授) 西原 力
(副査)






















力学的因子を温度の関数とした。また散布中，散布後を通じ温度は 1 8 oc(午前 2 時)から 3 ooc (午後
2 時)まで日内変化するとした。
以上のようなモデノレを用いて，フェニトロチオンを 6013/ 分で1. 7 時間森林散布した場合の環境濃度
をシミュレーションした。
その結果，まず，散布ゾーンの大気では散布 1 8 時間後に最大値1. 37μg/d となり，以後分解速度定
数に比例しで減少した。乙乙での減少パターンは温度変化を受け，温度上昇時には減少率が鈍り，温度下
降時には減少率が増大するといった増減を繰り返し，波打った曲線となった。 ζの理由は森林からの揮散
が温度変化を受けるためであるO 森林，土壌では各々散布 2.2 時間， 2.9 時間自にその残留量が最大
( 19.4μg/cm2， 0.198μg/cmりとなり，以後械少した。また水系(河/11) .底質( Sediment). 懸濁粒
子 (Suspende d Solids). 水生生物(魚)では各々散布2.9 時間. 20 時間， 5 時間， 1 1 時間自に最大
濃度 (0.365ppb ， 0.00491ppb , 8.41ppb , 1. 1ppb) となり，以後減少した。
次iと，散布ゾーンから離れた各隣接ゾーンでの大気，土壌，河川等の環境濃度予測値は，いずれも上記
散布ゾーンでの値より低く，散布ゾーンからの距離に比例した濃度低下となった。例えば，散布 7 日自の
気中濃度は，散布ゾーンで 0.169μg/nt， 散布ゾーンから 0- 500mで 0.058μg/ni'， 500-1000m で、
0.025μg/1'fI となり，以下， 0.012μg/札 0.0053μg /1'fI, 0.0023μg/m， 0.00090μg /1'fI, 
0.00033μg / m , O. 00011μg /m , 4000 -4500 m で 0.000034μgl1'fl の順で減少した。
乙のような予測値とフェニトロチオン散布後の大気，河川，生物等での実測濃度とを比較したと乙ろ，
モデルの予測値と実測値とがほぼ一致した。
以上より，本モデルは空中散布後の農薬挙動の予測やその分配メカニズムを考える上で極めて有効なモ
デjレであると結論できるo
一方，本モデノレの応用には，実際の空中散布作業における散布条件等の決定のための有効な情報の提供
やヒトや環境への影響を推定する基礎データの提供など，幅広いものが期待できる。
論文審査の結果の要旨
岸田君は，森林iζ空中散布した農薬(フェニトロチオン)の環境濃度を予測する乙とを目的として，
Mackey らの環境シミュレーションモデルK.，森林，水滴分散，水滴の各コンパートメントを追加すると
ともに，熱力学因子の日内温度変化をも導入し，さらに散布ゾーンの他に周辺ゾーンを付加した新たな環
境シミュレーションモデノレを開発した。そして，乙れを展開し，実測値と比較する乙とにより，本モデル
の妥当性を明らかiとするとともに，農薬の大気中への分配メカニズムにおいて森林からの揮散が重要な因
子である乙とを示した。また，本モデルが農薬の空中散布時の有効で安全な散布条件の選定やヒトや環境
への影響予測等において有用である乙とも明らかにした。
以上の研究成果は，薬学博士の学位請求論文として充分価値あるものと認められる。
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